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尖閣諸島付近、接続水域（※下図参照）
への漁業監視船の侵入
1/27　3/5　3/9　3/11

東シナ海、海上自衛隊護衛艦
への異常接近
3/7（中国ヘリ）
3/26（中国ヘリ）
4/1（中国プロペラ機）

尖閣諸島付近への中国軍用機
（２機）の異常接近
3/2

公海

排他的経済水域

接続水域
領海

領土

200海里

12海里
12海里

内水
基線基線

日中中間線　

こ
の
日
、

沖
縄
の
尖
閣

諸
島
も
日
本

の
領
土
に
復

帰
し
た
。

尖
閣
諸
島
は
終
戦
直
後
に
締
結
さ
れ
た
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第
３
条
に
基
づ
き
、
ア
メ

リ
カ
の
施
政
下
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
71
年
の
沖

縄
返
還
協
定
に
基
づ
き
、
施
政
権
が
日
本
に
返
還

さ
れ
た
。

沖
縄
返
還
協
定
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
議
事
録

に
は
、
経
緯
度
線
で
囲
む
方
式
に
よ
り
、
尖
閣
諸

島
が
返
還
地
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。

し
た
が
っ
て
、
尖
閣
諸
島
が
日
本
固
有
の
領
土

で
あ
る
こ
と
は
国
際
法
上
も
何
ら
疑
い
よ
う
の
な

い
事
実
で
あ
る
。
中
国
が
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を

主
張
し
始
め
た
の
は
、
尖
閣
諸
島
海
域
に
大
量
の

石
油
や
天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
が
発
見
さ
れ
た
70
年
代

に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
何
ら
正
当
性
は
な
い
。

中
国
に
よ
る
尖
閣
、
沖
縄
侵

攻
を
断
固
阻
止
す
る
た
め
に
は

主
権
国
家
と
し
て
の
意
思
を
明

確
に
示
し
、
憲
法
９
条
を
改
正
し
、
主
権
国
家
と

し
て
当
然
の
権
利
で
あ
る
世
界
標
準
の
自
衛
権
を

確
立
す
る
と
共
に
、
早
急
に
自
主
防
衛
体
制
を
整

備
、
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
の
平
和
が
守
ら
れ
て
来
た
の
は
、

自
衛
隊
の
献
身
的
な
不
断
の
努
力
と
共
に
、「
日

米
同
盟
」
が
堅
持
さ
れ
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

東
ア
ジ
ア
が
中
国
、
北
朝
鮮
の
軍
事
的
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
今
、
国
民
の
生
命
･
安
全
･
財

産
と
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
を
維
持
す
る
た
め
に
、

幸
福
実
現
党
は
、
自
主
防
衛
の
強
化
と
「
日
米
同

盟
」
の
強
化
を
目
指
し
、
力
強
い
政
治
活
動
を
展

開
し
て
い
く
。

尖
閣
諸
島
も

日
本
領
土
に
復
帰

日
本
よ
、

主
権
国
家
た
れ

危
機
に
立
つ
沖
縄
、
尖
閣

６
月
17
日
で
、「
沖
縄
返
還
協
定
」が

締
結
さ
れ
て
40
周
年

ー
。

し
か
し
、
民
主
党
政
権
に
は
、

沖
縄
・
尖
閣
を
守
る
意
志
も
気
概
も
な
い
。

ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
は
、

今
こ
そ
、
日
本
の
自
立
と

「
日
米
同
盟
」の
堅
持
が
必
要
で
あ
る
。

民
主
党
政
権
で
は

沖
縄
も
尖
閣
も

守
れ
な
い
！

し
か
る
に
、
政
権
交
代
で
民
主
党
政
権
が
誕
生

し
て
以
来
、
わ
が
国
は
深
刻
な
「
国
難
」
の
た
だ

中
に
置
か
れ
て
い
る
。

軍
備
拡
張
に
ひ
た
走
る
中
国
の
覇
権
主
義
や
、

北
朝
鮮
の
核
兵
器
保
有
な
ど
、
日
本
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
環
境
が
激
変
す
る
中
で
、
民
主
党
政
権

５月 21 日、幸福の科学東京正心館（東京
都港区）で立党２周年行事として「『元気出せ！
ニッポン』日本再建大会」が開催された。

冒頭、ついき秀学党首は、日本再建のため
には信仰心が必要であると述べ、神仏の心に
かなった国づくりへの決意を表明した。さらに、
立党の志を固めるべく、新党旗が発表された。

続いて評論家・日
く さ か

下公
きみんど

人氏より「『元気出せ！
ニッポン』日本を再建しよう！」と題する特別
講演が行われ、幸福実現党への全面的賛同、
日本国民一人ひとりへの期待が語られた。

閉会にあたっては参加者全員で鬨
とき

の声を上
げ、次期衆院選での勝利を祈念するとともに、
日本再建への誓いを新たにした。

の
「
普
天
間
基
地
移
設
問
題
」
に
よ
る
日
米

同
盟
の
弱
体
化
や
、「
尖
閣
諸
島
沖
漁
船
衝
突

事
件
」
で
の
腰
砕
け
外
交
は
、
我
が
国
に
安

全
保
障
上
の
危
機
を
招
来
し
て
い
る
。

中
国
の
尖
閣
諸
島
へ
の
接
近
・
威い

嚇か
く

行
動

は
、
昨
年
９
月
７
日
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件

で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
は
今
年

に
入
っ
て
か
ら
も
、
接
続
水
域
の
侵
犯
や
自

衛
艦
へ
の
異
常
接
近
や
威
嚇
を
続
け
て
い
る
。

さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
自
衛
隊

が
十
万
人
態
勢
で
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
る

最
中
、
そ
の
間
隙
を
突
い
て
、
中
国
軍
機
が

東
シ
ナ
海
で
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
に
対
し
、

軍
事
的
挑
発
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
異
常

接
近
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

加
え
て
、
華
人
系
団
体
の
「
世
界
華
人
保ほ

釣ち
ょ
う

連
盟
」
は
、
今
年
6
月
17
日
に
８
０
０
隻

の
大
船
団
を
組
ん
で
の
尖
閣
接
近
を
計
画
し

て
い
た
。
震
災
に
よ
る
国
際
世
論
の
流
れ
を

汲く

ん
で
今
回
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
民

主
党
の
弱
腰
外
交
が
続
く
限
り
、
尖
閣
・
沖

縄
の
危
機
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

３月 26 日、東シナ海で中国国家海洋局
のヘリコプターが、海上自衛隊の護衛艦

「いそゆき」に異常接近。朝雲新聞＝ PANA

立党２周年記念行事を開催

40
年
前
の
１
９
７
１
年
６
月
17
日
、
沖
縄
も
尖
閣
諸
島
も

日
本
固
有
の
領
土
と
し
て
、
よ
う
や
く
世
界
に
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
日
、
東
京
と
ワ
シ
ン
ト
ン
が
当
時
の
最
新
技
術
で
あ
る

衛
星
中
継
で
結
ば
れ
、日
米
の
主
要
閣
僚
が
「
沖
縄
返
還
協
定
」

に
署
名
す
る
様
子
を
、
日
本
国
中
が
固か
た

唾ず

を
の
ん
で
見
守
っ
た
。

調
印
式
を
終
え
た
佐
藤
栄
作
首
相
は
、「
沖
縄
の
皆
様
ほ
ん

と
う
に
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。
皆
様
を
本
土
に
迎
え
入

れ
る
日
が
い
よ
い
よ
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
語
り
、
感

動
の
あ
ま
り
、
声
を
つ
ま
ら
せ
た
。

同
協
定
に
基
づ
き
、
72
年
５
月
15
日
、
戦
後
27
年
間
続
い

た
ア
メ
リ
カ
統
治
時
代
が
終
わ
り
、
沖
縄
は
日
本
に
復
帰
し
た
。

1

2

3

4

ついき秀学党首 日下公人氏

　

国
中
が
沖
縄
本
土
復
帰
に
湧
く
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震災復興への道
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国家的危機をプラスに転じさせる
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最新刊！大反響好評発売中

日本危うし！

The happiness RealizaTion news

私
は
30
歳
の
と
き
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占

領
文
書
を
研
究
す
る
た
め
ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
ま
し
た
。
34
歳
で
帰
国
後
、

臨
時
教
育
審
議
会
の
専
門
委
員
と
な

り
、
３
年
間
、
教
育
改
革
の
論
議
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
う
ち
に

私
は
、「
制
度
や
法
律
を
変
え
れ
ば
、

本
当
に
子
供
は
幸
せ
に
な
れ
る
ん
だ

ろ
う
か
」
と
疑
問
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

現
場
主
義
へ
の
転
換

そ
こ
で
全
国
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

を
回
り
、
不
登
校
、
学
級
崩
壊
、
い

じ
め
と
い
っ
た
問
題
か
ら
、
子
供
た

ち
が
ど
う
立
ち
直
る
の
か
見
て
歩
き

ま
し
た
。

以
来
、
現
場
か
ら
教
育
改
革
の
課

題
を
探
る
立
場
に
転
じ
、
教
師
の

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
「
師
範
塾
」

を
つ
く
り
ま
し
た
。「
学
ぶ
」
と
い

う
言
葉
は
「
真ま

ね似
ぶ
」
か
ら
来
て
い

ま
す
が
、
子
供
は
大
人
を
真
似
て
学

び
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
教
育
理
念
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
実
践
す
る
大
人

が
い
な
い
限
り
、
理
念
は
子
供
に
浸

透
し
な
い
の
で
す
。

さ
ら
に
「
親
学
」
と
い
う
、
親
の

意
識
改
革
を
促
す
国
民
運
動
も
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
10
年
あ
ま
り
学

級
崩
壊
な
ど
の
問
題
に
直
面
し
、
立

派
な
教
師
を
養
成
し
て
も
、
土
台
が

崩
壊
し
て
い
た
ら
教
育
再
生
は
で
き

な
い
。
家
庭
教
育
に
教
育
改
革
の
焦

点
を
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

新しい戦後教育を
求めて

教
育
の
責
任
は
親
に
あ
る

私
は
政
府
の
少
子
化
対
策
重
点
戦

略
検
討
会
議
の
委
員
を
務
め
て
い
た

と
き
、「
親
に
教
育
の
責
任
が
あ
る
」

と
発
言
し
、
反
発
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
責
任
が
あ
る
と
言
っ

て
親
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
と
、
子

供
の
虐
待
が
増
え
る
」
と
い
う
理
由

か
ら
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
社
会
全
体
の
サ
ポ
ー

ト
も
必
要
で
す
が
、
教
育
の
第
一
義

的
な
責
任
は
親
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
だ
れ
も
そ
れ
を
言
い
ま
せ
ん
。

明星大学教授

高橋史朗氏に聞く
（たかはし・しろう）1950 年、兵庫
県生まれ。早稲田大学大学院修了後、
スタンフォード大学フーバー研究所
客員研究員。臨時教育審議会（政府
委嘱）専門委員などを経て、現在、
明星大学教授、同大学院教育学専攻
主任、一般財団法人親学推進協会理
事長、ＮＰＯ法人師範塾・埼玉師範
塾理事長。元埼玉県教育委員長。『検
証戦後教育』（広池学園出版部）、『親
が育てば子供は育つ』（ＭＯＫＵ出
版）など著書多数。

日
本

 

再
建

シ
リ
ー
ズ

2

戦
後
教
育
、
４
つ
の
誤
り

続
い
て
戦
後
教
育
思
想
の
問
題
点

に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
私
は
戦
後
教

育
に
は
「
４
つ
の
履は

き
違
え
」
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

①
民
主
主
義
の
履
き
違
え

こ
れ
は
「
多
数
の
当
事
者
の
参
加

に
よ
る
多
数
決
が
常
に
正
し
い
」
と

い
う
誤
解
で
す
。
し
か
し
医
者
と
患

者
、
監
督
と
選
手
、
指
揮
者
と
演
奏

者
、
教
師
と
生
徒
も
そ
う
で
す
が
、

専
門
家
と
素
人
の
関
係
は
平
等
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
素
人
の
多
数
決
に
よ

る
民
主
的
決
定
に
従
っ
て
い
た
ら
、

失
敗
す
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明

ら
か
で
す
。

民
主
主
義
の
本
質
は
独
裁
の
排
除

に
あ
り
、
当
事
者
の
参
加
に
よ
る
多

数
決
の
決
定
は
、
民
主
主
義
の
一
要

素
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多
数

決
を
民
主
主
義
の
本
質
で
あ
る
と
拡

大
解
釈
し
、
誤
解
を
し
た
と
こ
ろ
に

根
本
的
な
誤
り
が
あ
り
ま
す
。

②
平
和
主
義
の
履
き
違
え

戦
後
の
「
平
和
教
育
」
で
は
、
ど

う
す
れ
ば
平
和
を
獲
得
で
き
る
か
を

教
え
る
こ
と
な
く
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
教
え
れ
ば
、
平
和
が
も
た
ら
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
外
国
か
ら
の
不
当
な
侵
略
に

抗
議
す
ら
し
な
い
若
者
が
出
現
し
た

の
で
す
。

こ
う
し
た
若
者
の
平
和
観
を
、
天あ
ま

谷や

直
弘
氏
は
「
ダ
チ
ョ
ウ
の
平
和
」

と
評
し
ま
し
た
。
ダ
チ
ョ
ウ
は
ラ
イ

オ
ン
に
襲
わ
れ
る
と
、
恐
怖
の
た
め

に
頭
を
砂
の
中
に
突
っ
込
む
と
い
い

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
一
時
の
逃
避

に
す
ぎ
ず
、
ラ
イ
オ
ン
に
食
べ
ら
れ

て
し
ま
う
。
一
方
、「
皿
回
し
の
平

和
」
と
い
う
比ひ

ゆ喩
で
、
皿
回
し
は
簡

単
に
皿
を
回
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
、
実
は
全
神
経
を
働
か
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
尽
く

し
て
初
め
て
獲
得
で
き
る
の
が
平
和

と
い
う
も
の
だ
、
と
天
谷
氏
は
指
摘

し
て
い
ま
す
。

③
「
自
由
主
義
の
履
き
違
え
」

自
由
に
は
、
外
的
束
縛
か
ら
の
解

放
を
意
味
す
る
「
市
民
的
自
由
」
と
、

内
的
束
縛
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
る

「
道
徳
的
自
由
」
ま
た
は
「
精
神
的

自
由
」
が
あ
り
ま
す
。

道
徳
的
な
い
し
精
神
的
自
由
が
、

民
主
主
義
と
教
育
の
目
的
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
た
め
の
手
段

で
あ
る
「
市
民
的
自
由
」
を
目
的
に

し
て
き
た
た
め
に
、
自
由
が
自
由
放

任
、
無
規
律
、
無
責
任
と
履
き
違
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
人
間
が
自
己
の
欲
望
を
抑
制
で

き
る
と
き
に
だ
け
自
由
が
与
え
ら
れ

る
」
と
い
う
の
が
本
来
の
「
自
由
権
」

の
思
想
で
す
。
内
な
る
理
性
の
強
制

を
訓
練
す
る
の
が
教
育
の
目
的
で
あ

り
、
教
育
に
強
制
が
伴
う
の
は
当
然

の
こ
と
な
の
で
す
。

④
「
平
等
主
義
の
履
き
違
え
」

教
育
の
機
会
均
等
は
、「
平
等
な

教
育
」
と
「
適
切
な
教
育
」
の
二
本

柱
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
で
は
「
適
切
な
教

育
」
が
差
別
に
つ
な
が
る
と
し
て
否

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
悪
平
等

５
月
９
日
、
教
育
学
者
・
高
橋
史
朗
氏
を
講
師
に
招
き
、

東
京
都
内
で
幸
福
実
現
党
の
教
育
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。

明
快
な
理
論
と
、
長
年
の
実
践
に
裏
打
ち
さ
れ
た
講
義
の

一
部
を
、
特
別
に
紙
面
掲
載
す
る
。

主
義
」
と
呼
び
ま
す
が
、
個
人
の
能

力
や
個
性
の
差
が
現
実
に
存
在
す
る

こ
と
を
観
念
的
に
否
定
し
、
形
式
的

な
平
等
に
固
執
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
人
間
の
価
値
の
ご
く
一
部

に
す
ぎ
な
い
偏
差
値
が
唯
一
の
価
値

尺
度
と
な
っ
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て

生
徒
を
差
別
す
る
と
い
う
矛
盾
を
生

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

21
世
紀
の
教
育
理
念
と
は

私
は
21
世
紀
の
教
育
理
念
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、「
伝
統
と
現
代
の
融
合
」

「
交
響
的
創
造
」だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

明
治
の
教
育
改
革
で
は
、
西
洋
の

近
代
化
に
モ
デ
ル
を
求
め
、
戦
後
の

教
育
改
革
で
は
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主

義
に
モ
デ
ル
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の

二
つ
の
改
革
で
は
、
過
去
を
否
定
す

る
こ
と
に
よ
る
進
歩
を
目
指
し
ま
し

た
。し

か
し
、
21
世
紀
の
教
育
改
革
は
、

過
去
を
全
面
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、

伝
統
や
文
化
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
過

去
と
未
来
を
結
ぶ
補
完
的
進
歩
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
響
楽

団
の
よ
う
に
、
異
な
る
文
化
の
違
い

を
生
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
秩
序
を

生
み
出
す
こ
と
も
大
事
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
教
育
を
経
済
発

展
の
手
段
と
み
な
さ
な
い
こ
と
で
す
。

画
一
的
な
教
育
が
日
本
の
経
済
成
長

を
支
え
た
要
因
で
す
が
、
同
時
に
教

育
を
荒
廃
さ
せ
た
原
因
で
も
あ
り
ま

す
。
新
時
代
の
教
育
の
目
的
は
、
一

人
ひ
と
り
の
人
間
開
発
を
目
指
す
こ

と
に
あ
る
の
で
す
。

子
供
た
ち
の
笑
顔
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
ま
ず
大
人
で
あ
る
私
た
ち
が

変
わ
る
。
そ
う
し
た
「
主し
ゅ
た
い
へ
ん
よ
う

体
変
容
」

を
促
す
国
民
運
動
が
今
、
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
も
言
い
ま
せ
ん
し
、
政
治

家
も
言
わ
な
い
。
票
に
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。

生
き
る
力
の
基
本
は
対
人
関
係
能

力
と
自
己
制
御
能
力
で
す
が
、
前
者

は
家
庭
に
お
け
る
愛
着
と
い
う
「
慈じ

愛あ
い
」、
親
と
の
一
体
感
に
基
づ
く
共

感
性
を
ベ
ー
ス
に
育
成
さ
れ
、
後
者

は
愛
着
か
ら
の
分
離
と
い
う
「
義ぎ

愛あ
い

」
に
よ
っ
て
育
ま
れ
ま
す
。
子
供

は
人
間
関
係
の
温
か
さ
に
幸
せ
を
感

じ
る
も
の
で
す
。
家
族
の
絆
を
ど
う

取
り
戻
す
か
が
幸
福
の
鍵
な
の
で
す
。

平成23年（2011年） 6月7日


